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日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部

は
、
４
月

１９
日
か
ら
２１
日
ま
で

岡
山
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
九

回
目
の
標
記
の
展
示
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

展
示
内
容
は
次
の
５
点
で
す
。 

一
、
岡
山
県
の
開
拓
団
（
七
虎
力
・

龍
爪
・
大
主
上
房
）
の
歴
史
や
生

活
の
様
子
。
今
回
は
、
七
虎
力
開

拓
団
の
高
杉
さ
ん
と
鴨
井
さ
ん
の

歩
み
を
く
わ
し
く
紹
介
し
ま
し

国
残
留
日
本
人
孤
児
や
残
留
婦

人
及
び
そ
の
家
族
の
歴
史
と
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
で
す
。 

３
日
間
で
、
校
外
学
習
の
一
環
と

し
て
参
観
し
た
日
本
語
教
室
の
受

講
生
・
講
師
、
市
の
職
員
な
ど
約

１
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
取
材

は
３
件
（
山
陽
新
聞
・
毎
日
新
聞
・

岡
山
民
報
）
あ
り
ま
し
た
。 

毎
日
の
記
者
は
、
事
前
に
高
杉
さ

ん
宅
で
聞
き
取
り
を
す
る
な
ど
、

熱
心
に
取
材
し
ま
し
た
。 

 

（
参
観
者
の
感
想
文
を
紹
介
し

ま
す
。
） 

 

習
し
平
和
を
守
る
。
戦
争
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
、
歴
史
の
悲
劇
を
繰

り
返
し
て
は
い
け
な
い
。 

 

益
田
聖
子 

 

中
国
帰
国
者
の 

い
み
が
わ
か
る 

 

４
月
１９
日
、
私
は
芳
田
日
本
語

学
習
講
座
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

岡
山
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
中

国
帰
国
者
写
真
と
資
料
展
を
参

観
し
ま
し
た
。
だ
い
た
い
「
中
国
帰

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
支
援

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
を
改
正

し
た
「
新
支
援
法
」
に
も
と
づ
い

て
、
岡
山
市
福
祉
援
護
課
と
日
中

岡
山
支
部
が
共
催
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

目
的
は
、
「
戦
争
が
生
ん
だ
中

座
受
講
生
の
大

部
分
は
、
帰
国
者

と
二
世
及
び
残

留
孤
児
の
配
偶

者
で
す
。
一
世
代

上
の
人
の
苦
難
の

歴
史
に
つ
い
て
何

回
も
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
、
知
っ
て

い
ま
す
。
彼
ら
の

体
験
を
よ
く
理

解
し
て
、
苦
難
の

経
歴
に
同
情
し

ま
す
。
よ
っ
て
日

中
友
好
協
会
岡

山
支
部
の
九
回

目
の
展
示
に
大

変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
歴
史
を
復

た
。 

二
、
「
深
刻
な
中
国
帰
国
者
の
老

後
と
介
護
問
題
」
は
、
は
じ
め
て
の

展
示
で
、
高
見
さ
ん
の
お
く
さ
ん

と
残
留
日
本
人
孤
児
Ｍ
さ
ん
の
現

状
と
厚
生
労
働
省
へ
の
要
望
書
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

三
、
「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
学

習
の
現
状
」
と
、
四
、
「
中
国
帰
国

者
と
の
交
流
会
」
は
、
例
年
通
り

の
内
容
で
す
。 

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
と
資
料
展 

―
残
留
孤
児
を
生
ん
だ
歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
― 

 

五
、
「
日
中
文
化
交

流
の
と
り
く
み
」
も
、

今
回
は
じ
め
て
で

す
。 内

容
は
、
日
中
友

好
の
心
を
育
て
る
、

太
極
拳
、
き
り
え
、

中
国
語
講
座
、
中
国

料
理
教
室
の
様
子

及
び
第
３
回
中
国
百

科
検
定
を
展
示
し

ま
し
た
。 

（
二
）
の
展
示
に
つ
い

て
は
、
次
回
は
も
っ

と
詳
し
く
紹
介
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
展
示

会
は
、
２
０
０
８
年
４

歴
史
を
復
習
し
、 

平
和
を
守
る 

 

帰
国
者
、
こ
の
新
し
い
名
詞
に

つ
い
て
、
多
く
の
日
本
人
は
知
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。 

認
識
が
足
り
な
い
の
で
、
帰
国

者
は
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た
難
民

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
帰
国

者
の
問
題
に
対
し
て
正
し
い
態
度

を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

公
民
に
な
る
た
め
に
、
帰
国
者

は
た
た
か
い
ま
し
た
。
２
０
０
２
年

１２
月
首
都
圏
の
帰
国
者
は
原
告

団
を
結
成
し
ま
し
た
。
原
告
団
は

全
国
に
発
展
し
ま
し
た
。
多
年
の

努
力
を
し
て
支
援
策
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
０
８
年
２

月
、
日
本
政
府
に
認
め
ら
れ
、
つ

い
に
４
月
か
ら
新
支
援
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
４
年
１０
月
、
残
留
孤
児

配
偶
者
支
援
法
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

２
つ
の
支
援
策
が
で
き
て
、
残

留
孤
児
、
配
偶
者
及
び
残
留
婦

人
の
老
後
の
生
活
は
ほ
ぼ
保
障
さ

れ
ま
し
た
。 

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
と
資

料
展
は
今
年
で
九
回
目
と
な
り
ま

す
。
展
示
を
通
し
て
、
多
く
の
人

が
、
中
国
帰
国
者
の
歴
史
を
理
解

し
、
帰
国
者
問
題
に
対
し
て
も
、

正
し
い
態
度
を
と
る
こ
と
に
役
立

ち
ま
す
。
芳
田
日
本
語
学
習
講

取材を受ける高杉さん 

芳田日本語学習講座の受講生、 

右はしが益田聖子さん、そのとなりが益田美奈恵さん 
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国
者
」
と
い
う
い
み
が
わ
か
り
ま
し

た
。 中

国
帰
国
者
の
み
な
さ
ん
が
日

本
語
の
勉
強
を
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い

る
文
字
や
写
真
を
見
ま
し
た
。 

私
は
非
常
に
感
動
し
ま
し
た
。
私

は
み
な
さ
ん
よ
り
日
本
語
が
あ
ま

り
よ
く
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
回

わ
た
し
は
、
ぜ
ひ
日
本
語
の
勉
強
を

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

 

益
田
美
奈
恵 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

５
月
２３
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

自
分
の
作
っ
た
歌
も
あ
り
ま
し
た

し
、
み
ん
な
楽
器
を
効
果
的
に
使

っ
て
い
ま
し
た
。
イ
・
ヘ
ジ
ン
さ
ん
は

キ
ー
ボ
ー
ド
。
ム
ン
・
ジ
ノ
さ
ん
は

ギ
タ
ー
と
い
っ
た
ふ
う
に
。
音
響

効
果
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
迫

力
が
あ
り
う
た
ご
え
の
心
を
歌
唱

力
豊
か
に
歌
い
上
げ
て
、
聞
い
て
い

て
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

バ
ッ
ク
に
韓
国
の
運
動
の
高
ま

り
を
感
じ
る
ス
ラ
イ
ド
が
流
れ

て
、
韓
国
の
今
を
感
じ
ま
し
た
。  

 

岡
山
の
う
た
ご
え
の
人
た
ち
と

４
月
９
日
、
桜
花
爛
漫
の
春
の

岡
山
で
、
韓
国
の
う
た
ご
え
か
ら

生
ま
れ
た
サ
ム
・
ト
ゥ
ッ
・
ソ
リ
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
聞
き
ま
し
た
。
男
性

２
人
女
性
３
人
の
構
成
で
、
歌
唱

力
に
優
れ
た
５
人
で
し
た
。 

リ
ー
ダ
ー
の
ソ
ン
さ
ん
が
日
本

語
で
歌
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
原
稿
を
見
て
の
日
本
語
は

ち
ょ
っ
と
あ
や
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
日
本
語
で
歌
う

歌
は
き
れ
い
な
発
音
な
の
で
驚
き

ま
し
た
。
そ
し
て
楽
器
を
使
い
こ

な
し
な
が
ら
歌
詞
の
心
を
歌
い
上

げ
て
、
と
て
も
説
得
力
が
あ
り
ま

し
た
。
「
歌
は
世
界
を
つ
な
ぐ
」
を

実
感
し
ま
し
た
。 

５
人
の
独
唱
は
一
人
ひ
と
り
の

個
性
あ
る
選
曲
で
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
ご

条
を
生
か
す
道
」
と
の
立
場
で
、

日
中
友
好
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
安
倍

自
公
政
権
の
憲
法
破
壊
の
暴
走

は
、
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自

ら
の
人
生
を
か
け
て
、
立
憲
主
義

を
回
復
し
、
民
主
主
義
を
守
る
た

め
に
、
野
党
統
一
候
補
の
勝
利
を

目
指
し
て
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。 

 

岡
山
県
連
合
会
の
福
島
捷
美
代

表
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

市
民
が
待
ち
に
待
っ
た
「
国
民

的
大
義
に
立
っ
た
歴
史
的
、
画
期

的
な
内
容
で
合
意
」
が
実
現
し
ま

し
た
。 

私
は
、
歴
史
的
な
調
印
式
の
場

に
同
席
し
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。 候

補
者
の
一
本
化
が
実
現
し
、

や
っ
と
戦
い
の
ス
タ
ー
ト
に
立
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。 

日
中
岡
山
支
部
の
会
員
、
準
会

員
は
、
「
日
中
不
再
戦
は
、
憲
法
９

４
月
２１
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ

ル
で
参
院
岡
山
選
挙
区
の
野
党
候

補
を
一
本
化
す
る
た
め
に
、
政
策

協
定
書
（
資
料
１
）
の
調
印
式
が

行
わ
れ
、
民
進
党
公
認
の
黒
石
健

太
郎
氏
を
統
一
候
補
に
す
る
こ

と
で
合
意
し
ま
し
た
。 

式
に
は
、
「
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
お

か
や
ま
い
っ
ぽ
ん
の
会
」
（
略
称
お

か
や
ま
い
っ
ぽ
ん
）
の
大
坂
圭
子
共

同
代
表
、
民
進
党
岡
山
県
総
支

部
連
合
会
の
柚
木
道
義
代
表
、
日

本
共
産
党
岡
山
県
委
員
会
の
石

井
ひ
と
み
委
員
長
、
社
会
民
主
党

の
合
唱
も
あ
り
、
大
き
な
交
流
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。 私

も
か
つ
て
聞
い
た
り
歌
っ
た

り
し
た
歌
も
あ
れ
ば
、
初
め
て
聞

く
歌
も
あ
り
、
歌
は
時
代
と
と
も

に
動
い
て
い
く
し
成
長
す
る
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
川 

 

野
党
候
補
一
本
化
な
る 

―
市
民
の
願
い
が
実
っ
た
画
期
的
な
合
意
― 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

【資料１】 第２４回参議院議員通常選挙岡山選挙区 

政策協定書 
私たち、安保法制廃止と立憲主義の回復を求めるおかやまいっぽんの会

（略称：おかやまいっぽん）と野党３党は、昨年来、安倍政権が行う政治、特に

立憲主義を否定し平和主義を破壊する政治に反対して運動を進めてきました。 

私たちは、この間広がったおかやまいっぽんをはじめ、一人ひとりの「いのち」

（個人の尊厳）が守られる政治、憲法の三大原則を守ることを求める声にこたえ

て次の２点の政策について合意します。その実現のために岡山県民と野党の

統一候補として候補者の一本化を行うことに合意しました。この統一候補は共

通政策を主要政策として公約に掲げ、当選後は任期満了までその実現に向

け、職責において全力をつくすことを確認しました。 

私たちは、情勢に合わせ、一致する共通政策の範囲を広げていくためにひき

つづき努力し、この合意を第一歩として統一候補の勝利のために全力をあげる

ものです。 

【共通政策】 

１、 ２０１４年７月１日の集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回する 

２、 ２０１５年９月１９日に「成立」した安全保障関連法制を廃止する 

 

４
月

１７

日
（
日
）
の
「
老
人
と

海
」
と
「
赤
ひ
げ
」
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。 

偶
数
月
の
第
３
日
曜
日
に
日
中

岡
山
支
部
も
後
援
し
て
い
る
無
料

の
映
画
界
会
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
、
午
前
と
午
後
あ
わ
せ

て
２３
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

午
前
１０
時
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
の

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
作
品
の
映
画
化

で
、
「
老
人
と
少
年
の
あ
た
た
か
い

交
流
が
印
象
的
で
し
た
」
（
男
６２
）  

「
若
い
若
い
こ
ろ
物
理
の
先
生
が

敗
戦
の
日
を
境
に
、
女
学
生
が
洋

反
戦
・
平
和
・
名
作
の
つ
ど
い 

第
６９
回 

 

画
の
一
本
も
見
な
い
と
は
と
映
画

鑑
賞
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
映
画

大
好
き
人
間
で
す
。
海
に
生
き
る

老
人
の
姿
、
力
強
い
ス
ペ
ン
サ
ー
の

演
技
と
カ
メ
ラ
の
よ
さ
に
ひ
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
「
赤
ひ
げ
」
の
三

船
は
や
は
り
す
て
き
！
む
か
し
見

た
と
思
う
の
に
新
鮮
で
し
た
」
（
女

８６
） 次

回
は
一
週
間
ず
れ
て
、
第

７０
回
、
６
月
１２
日
（
日
）
で
す
の

で
、
お
忘
れ
な
く
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
内 

 

サ
ム
☆

ト
ゥ
ッ
☆

ソ
リ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
ま
し
た 

あ
る
中
国
残
留
婦
人
の
生
涯 

―
鴨
井
千
代
子
さ
ん
の
こ
と
― 

２ 

生
い
立
ち
（
１
） 

彼
女
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和

６
年 

）
児
島
郡
福
田
町
浦
田
に

四
人
兄
弟
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ

た
。
種
松
山
の
山
塊 

古
城
池
ト

ン
ネ
ル
の
東
側
に
位
置
す
る
静
か

な
山
間
地
で
あ
る
。 

自
宅
近
く
の
桑
畑
で
桑
の
実
を

食
べ
た
り
、
堀
に
落
ち
、
父
親
が
び

っ
く
り
し
て
助
け
に
来
た
と
か
。

貝
拾
い
に
行
っ
た
と
か
。
こ
ん
な
記

憶
が
断
片
的
に
残
っ
て
い
る
と
。

父
（
４０
才
）
母
（
３８
才
）
兄
（
１３

才
）
姉
（
９
才
）
妹
（
４
才
）
の
一
家

は
、
下
関
よ
り
釜
山
に
船
で
渡

り
、
朝
鮮
半
島
を
北
上
し
、
前
述

の
入
植
地
（
満
州
樺
川
県
七
虎
力

開
拓
団
）
に
入
っ
た
。 

 

母と兄弟４人、入植前の内地（日本）での写真、

父は先に満州に生き不在。１９３９年か？ 


